タイトルはMS明朝１４ポイントボールド
―適宜、副題―

著者はMS明朝１２ポイントボールド；学生の後に（指導　教員名）も記す
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本文はMS明朝９ポイント、行間15ポイント、１頁あたり４８行、２段組に指定。１段の１行は全角文字で25文字。半角文字の使用により1行あたりの文字数は若干変わります。機種依存文字の使用は禁止（文字化の対策）。数式はオフィスの数式エディタを使用する。1編６頁以内。マイクロソフトWordで提出する。以降は記載例
は じ め に
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	表１．表タイトル（ボールド）

	実験群
	項目１
	項目１

	非介入群
	XXXX
	XXXX

	介入群
	XXXX *
	XXXX **

	＊適宜、表中の略号や有意差表示に関する説明などを、 MS明朝９ポイント、行間12ポイントで記す


○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
「はじめに」の最後のところで、研究目的、研究のデザイン、結論のエッセンス、本研究の意義（含む波及効果）などについて、極めて簡潔、明確に記す。
対　　　象
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（倫理事項も記載する）
方　　　法
○○法
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○○法
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○○法
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○法
○○○○○○○○○○○○○○○
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結　　　果
○○における○○の増加
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○○における○○の減少
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××における○○の維持
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○×法による○○の増強
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考　　　察
考察内容ごとに適宜、段落を変える。小見出しをつけてもよい。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
 (
A
B
C
D
図１．
図タイトル
（ボールド）
図タイトル・説明とも
MS
明朝９ポイント、行間
12
ポイント。組図の場合は上記の様にアルファベット等を付し明確にする。
A)
××××××××××
　
B)
××××××××××××
　
C)
××××××
　
D)
×××××××
図に関する、その他の留意事項：
カラー図も可。不明瞭でない解像度を確保する。
グラフ等も画像化
する。
画像化してないグラフの直貼付はファイルが開けず
再提出となる確率が高い
。とくに大量データから作成したエクセルグラフ。
図タイトルと説明
等
は、横書きテキストボックス内に記載する。
描画キャンパスを設定・挿入して、
そのキャンパス内へ、
図およびテキストボックスを格納する。
上記にしたがい、概ね本文記載エリアを目安に、読みやすくレイアウトする。
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